
 

 

 

 

 

 

 

 

 

様  式  一  覧 





目 次 
 

様式番号 書式（事項）名 ページ 備   考 

第１号様式 施工計画書 １ 第１編 1-1-5 

第１号様式 施工計画書（森林整備工事用） １２ 第 15 編 5-3-1 

第２号様式 支給品受領書 １７ 第１編 1-1-19-3 

第３号様式 支給品精算書 １８     〃 

第４号様式 貸与品借用書 １９     〃 

第５号様式 貸与品返納書 ２０     〃 

第６号様式 現場発生品調書 ２１ 第１編 1-1-20 

第７号様式 使用材料確認表 ２２ 第１編 第２章第２節１ 

第７－１号様式 材料確認調書 ２３     〃 

第８号様式 施工体制台帳 ２４ 第１編 1-1-12-1 

第８－１号様式 工事作業所災害防止協議会兼施工体系図 ２５ 第１編 1-1-12-2 

第８－２号様式 工事担当技術者台帳 ２６     〃 

第９号様式 工事打合簿 ２７ 第１編 1-1-45-2 

第 10 号様式 工程表 ２８ 第１編 1-1-4 

第 11 号様式 工事履行状況報告書 ２９ 第１編 1-1-29 

第 12 号様式 段階確認書 ３０ 第１編 1-1-22-6 

第 13 号様式 工事事故報告書 ３１ 第１編 1-1-36 

第 14 号様式 電子媒体等納品書 ３２ 第１編 1-1-46 

 出来形管理表（表紙） ３３ 建設工事施工管理基準（案） 

 品質管理表（表紙） ３４       〃 

様式１－１ 測定結果総括表 ３５         〃 

様式１－２ 測定結果一覧表 ３６       〃 

様式２ 出来形品質管理図表 ３７       〃 

様式 42－２ アスファルト混合物の敷均し時の温度測定 ３８       〃 

様式 51－１ 塗膜厚測定管理表 ３９       〃 

様式 51－２ 塗膜厚測定成績表 ４０       〃 

様式・出来形１－１（１） 浚渫出来形管理表 ４１ 出来形管理基準及び規格値第13編 

様式・出来形１－１（２） 浚渫出来形管理図 ４２ 〃 

様式・出来形２－３ 置換材出来形管理表 ４３ 〃 

様式・出来形２－４（１） 敷砂出来形管理表 ４４ 〃 

様式・出来形２－４（２） 敷砂出来形管理図 ４５ 〃 

  

目次-1



様式番号 書式（事項）名 ページ 備   考 

様式・出来形２－５（１） サンドコンパクションパイル出来形管理表 ４６ 出来形管理基準及び規格値第13編 

様式・出来形２－５（２） 砂投入管理表 ４７ 〃 

様式・出来形２－５（３） 締固工 深浅図 ４８ 〃 

様式・出来形２－６（１） 深層混合処理杭出来形管理表 ４９ 〃 

様式・出来形２－６（２） 深層混合処理杭鉛直度管理表 ５０ 〃 

様式・出来形３－２（１） 洗掘防止マット出来形管理表 ５１ 〃 

様式・出来形３－２（２） 洗掘防止マット出来形管理図 ５２ 〃 

様式・出来形３－３（１） 基礎石均し出来形管理図（１） ５３ 〃 

様式・出来形３－３（２） 基礎石均し出来形管理図（２） ５４ 〃 

様式・出来形３－４ ブロック（方塊）製作出来形管理表 ５５ 〃 

様式・出来形４－１ ケーソン製作出来形管理表 ５６ 〃 

様式・出来形４－２ ケーソン据付出来形管理表 ５７ 〃 

様式・出来形４－３ 砂・石材中詰出来形管理表 ５８ 〃 

様式・出来形４－４ 蓋コンクリート出来形管理表 ５９ 〃 

様式・出来形５－１（１） Ｌ型ブロック製作出来形管理表 ６０ 〃 

様式・出来形５－１（２） セルラーブロック製作出来形管理表 ６１ 〃 

様式・出来形５－１（３） ブロック製作等 外観チェックリスト ６２ 〃 

様式・出来形６－１（１） 上部コンクリート（防波堤）出来形管理表 ６３ 〃 

様式・出来形６－１（２） 上部コンクリート（岸壁）出来形管理表 ６４ 〃 

様式・出来形８－１ 鋼矢板出来形管理表 ６５ 〃 

様式・出来形８－２（１） 鋼杭打込記録 ６６ 〃 

様式・出来形８－２（２） 鋼杭出来形管理表 ６７ 〃 

様式・出来形８－２（３） 腹起出来形管理表 ６８ 〃 

様式・出来形８－２（４） タイ材出来形管理表 ６９ 〃 

様式・出来形１２－１（１） 被覆石均し出来形管理図（１） ７０ 〃 

様式・出来形１２－１（２） 被覆石均し出来形管理図（２） ７１ 〃 

様式・出来形１２－３ 根固ブロック製作出来形管理表 ７２ 〃 

様式・出来形１４－１ 係船柱出来形管理表 ７３ 〃 

様式・出来形１４－２ 防舷材出来形管理表 ７４ 〃 

様式・出来形１４－３ 車止出来形管理表 ７５ 〃 

様式・出来形１４－４（１） 電気防食出来形管理表 ７６ 〃 

様式・出来形１４－４（２） 電気防食電位測定管理表 ７７ 〃 

様式・出来形１８－１ 土砂掘削出来形管理表 ７８ 〃 

様式・出来形２０－１（１） 路盤出来形管理表 ７９ 〃 

目次-2



様式番号 書式（事項）名 ページ 備   考 

様式・出来形２０－１（２） 路盤出来形管理図 ８０ 出来形管理基準及び規格値第13編 

様式・出来形２０－２（１） 舗装出来形管理表 ８１ 〃 

様式・出来形２０－２（２） 舗装出来形管理図 ８２ 〃 

様式・出来形２３－１ 単体漁礁製作出来形管理図 ８３ 〃 

様式・出来形２３－２ 組立漁礁組立出来形管理図 ８４ 〃 

様式・出来形２３－３（１） 漁礁沈設出来形管理表（１） ８５ 〃 

様式・出来形２３－３（２） 漁礁沈設出来形管理表（２） ８６ 〃 

様式・出来形２３－３（３） 漁礁沈設出来形管理表（３） ８７ 〃 

様式・出来形２３－３（４） 漁礁沈設出来形管理表（４） ８８ 〃 

様式・出来形２３－３（５） 漁礁沈設出来形管理表（５） ８９ 〃 

様式・出来形２４－４ 石材投入出来形管理表 ９０ 〃 

様式・出来形２７－１（１） すみ肉溶接出来形管理表 ９１ 〃 

様式・出来形２７－１（２） 突合せ溶接出来形管理表 ９２ 〃 

様式・出来形２７－１（３） 鉄筋フレア溶接出来形管理表 ９３ 〃 

 

 

目次-3



所 長 室 長   監督員 

     

 

第１号様式 

 

 

 

平成  年  月  日    

施 工 計 画 書 

三重県知事 あて 

受注者氏名            印  

平成  年度                工事 

施工計画書について（提出） 

 

 

標記について三重県公共工事共通仕様書第１編１－１－５に基づき提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

受理日 平成  年  月  日   

監督員            印 
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（１）工事概要 

工事概要については、下記の記載例程度の内容を記載する。なお、以下記載例については、

必ずしもこれによることはない。 

また、工事内容は、設計図書の工事数量総括表の写しでよいものとする。 

 

[工事概要記載例] 

工事番号 

工 事 名  ○○工事 

工事場所  三重県○○市○○ 地先（№ ○○～ № ○○） 

工期 自  平成○○ 年○○ 月○○日 

至  平成○○ 年○○ 月○○日 

請負代金  ￥○○○ ，○○○ ，○○○ 円 

発 注 者  ○○事務所 

    ＴＥＬ：○○○－○○○－○○○○ 

受 注 者  ○○建設株式会社 

      所在地○○ 県○○ 市○○ △△ －△△ 番地 

    ＴＥＬ：○○○－○○○－○○○○ 

  ○○作業所 

   所在地○○ 県○○ 市○○ △△ －△△ 番地 

    ＴＥＬ：○○○－○○○－○○○ 

 

［工事内容記載例］ 

工事区分 工種 種別 細別 単位 数量 摘要 

道路改良 擁壁工 既製杭工 鋼管杭 本 100  

       

       

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画工程表 

計画工程表は、各種別について作業の初めと終わりがわかるネットワーク、バーチャート等

で作成する。作成に当たっては、気象、特に降雨、気温等によって施工に影響の大きい工種に

ついては、過去のデータ等を十分調査し、工程計画に反映させること。 

※変更時には、実施工程表に基づき予定工程、実施工程等を記入し管理するものとする。 
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［計画工程表記載例］ 
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（３）現場組織表 

現場組織表は、現場における組織の編成及び命令系統並びに業務分担がわかるように記載し、

監理（主任）技術者、専門技術者を置く工事については記入する。 

また、現場代理人については、夜間の連絡先を記入する。 

［現場組織表記載例］ 

事務所 

   住 所 

   ＴＥＬ 

   ＦＡＸ 

氏名 氏名

氏名

監理技術者
又は主任技術者

測量担当者

交通安全担当者

建設副産物責任者

出来形管理担当者

品質管理担当者

氏名

氏名

氏名

氏名

氏名写真管理担当者

安全巡視員

氏名

氏名

氏名

機械器具管理担当者 氏名

重機管理担当者

火薬類取締保安者

氏名

氏名TEL

現場代理人 事務担当者

氏名

夜間連絡先

資材担当者

労務安全担当者

 

 

（４）指定機械 

工事に使用する機械で、設計図書で指定されている機械（騒音振動、排ガス規制、標準操作

等）について記載する。 

 

［指定機械使用計画記載例］ 

機械名 規格 台数 使用工種 備考 

     

     

     

 

 

（５）主要船舶・機械 

工事に使用する船舶・機械で、設計図書で指定されている機械（ 騒音振動、排ガス規制、

標準操作等） 以外の主要なものを記載する。 
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［主要船舶・機械使用計画記載例］ 

機械名 規格 台数 使用工種 備考 

     

     

 

（６）主要資材 

工事に使用する指定材料及び主要資材について記載する。また、必要とする場合は、備考欄

に取扱会社名等を記載すること。 

資材搬入時期と計画工程表が整合していること。 

 

［主要資材計画記載例］ 

資材名 規格 単位 予定数量 搬入時期 備考 

生ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40 ｍ3 300 ８月中旬 ○○生コン 

異型棒鋼 D13 kg 800 ７月上旬 ○○製鉄 

      

      

 

 

（７）施工方法 

施工方法は、次のような内容を記載する。 

１）「主な工種」毎の施工方法 

当該工種における作業フロー等を記載し、各作業段階における事項について記述する。 

 

２）施工実施上の留意事項及び施工方法 

工事箇所の作業環境（周辺の土地利用状況、自然環境、近接状況等）や主要な工種の施

工実施時期（降雨時期、出水・渇水時期等） 等について記述する。 

これを受けて施工実施上の留意事項及び施工方法の要点、制約条件（施工時期、作業時

間、交通規制、自然保護）、関係機関との調整事項について記述する。 

また、準備として工事に使用する基準点や地下埋設物、地上障害物に関する防護方法に

ついて記述する。 

 

３）その他 

工事全体に共通する仮設備の構造、配置計画等について位置図、概略図等を用いて具体

的に記述する。 

その他、間接的設備として仮設建物、材料、機械等の仮置き場、プラント等の機械設備、

運搬路、仮排水、安全管理に関する仮設備等について記述する。 
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４）記載対象 

① 主要な工種 

② 通常の施工方法により難いもの（例： 新技術による施工等） 

③ 設計図書で指定された工法 

④ 共通仕様書に記載されていない特殊工法 

⑤ 施工条件明示項目で、その対応が必要とされる項目 

⑥ 特殊な立地条件で施工や関係機関及び第三者対応が必要とされている施工等 

⑦ 共通仕様書において、監督員の「承諾」を得て施工するもののうち、事前に記述できる

もの及び施工計画書に記述することとなっている事項 

⑧ 指定仮設又は重要な仮設工に関するもの 

 

［作業フロー（ 重力式擁壁）記載例 ］ 

② 作業では、№５付近にの NTT の回線ケーブ  

ルが埋設されているので、試掘を実施し、確認

のうえ作業を行う。 

③ 運搬路に一部通学路があるので、作業時間

帯の確認を行う。 

④ 型枠応力計算で使用部材及び方法を確認す

る。 

⑤ 組立方法の周知徹底と作業主任者による直

接の作業指揮 

⑦ 作業手順の確認 

組立方法の周知徹底と作業主任者による 

⑧ ｺﾝｸﾘｰﾄ打設高は、○ ｍ/１回とする。 

⑨ ｺﾝｸﾘｰﾄ強度の確認 

脱型に必要なｺﾝｸﾘｰﾄ強度を圧縮強度試験によ

り推定し、強度を確認後脱型する。 

 

（留意点） 

ａ）指定仮設または、重要な仮設工に関するものについて記述する。 

ｂ）作業フロー等の記述及び留意事項や施工方法の要点を解りやすく記述する。 

ｃ）共通仕様書、特記仕様書において、承諾を必要とする事項」及び「施工計画書に記

載すべき事項と指定された事項」、「重点安全対策の具体的な実施方法」について

記述する。また、次の間接的設備について記載する。 

・監督員詰所、現場事務所、作業員宿舎、倉庫等の仮設建物 

・材料、機械等の仮置場 

・工事施工上に必要なプラント等の機械設備 

・運搬路（仮道路、仮橋、現道補修等） 

・仮排水 

・工事表示板、安全看板、立入防止柵、安全管理に関する仮設備 

 

 

①丁張の設置

②掘削・床付 ③残土運搬
BH0.6m3 DT10t

⑧ｺﾝｸﾘｰﾄ車 ※④～⑨は
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車 繰返し作業

⑨脱型

⑩埋戻し
BH0.6m3
振動ﾛｰﾗﾀﾝﾊﾟ

④型枠組立

⑥鉄筋組立

⑤足場組立

⑦支保工組立
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（８）施工管理計画 

施工管理計画については、設計図書（「建設工事施工管理基準（案）」「写真管理基準（案）」）

等に基づき、その管理方法について記述する。 

 

１）工程管理 

ネットワーク、バーチャート等の管理方法のうち、何を使用するかを記述する。 

２）品質管理 

当該工事で行う品質管理の「試験項目」（試験）について、次のような品質管理計画表を

作成する。 

 

［品質管理計画表記載例］ 

工種 種別 試験項目 施工規模 
試験 
頻度 

試験 
回数 

管理方法 
摘要 

試験ﾃﾞｰﾀ ○○ 

盛土 盛土材料 ○○試験 2000m3 
土質 
変化時 

○回 ○   

         

 

（留意点） 

① 必要な工種が記述されているか。 

② 施工規模に見合った試験回数になっているか。 

③ 基準にないものの適用は妥当か（ 受注者と監督員で協議が必要）。 

④ 管理方法や処理は妥当か。 

⑤ 適切な試験方法か。 

 

３）出来形管理 

当該工事の出来形管理は、「建設工事施工管理基準（案）」等により記述する。 

また、該当工種がないものについては、あらかじめ監督員と協議して定める。 

 

［出来形管理計画表記載例］ 

工種 形状寸法 測定基準 出来形図 出来形成果表 摘要 

○○ ○-○○ 測定延長○○m

に1箇所 

 

 

平面図に実測

延長を記入す

る。 

断面寸法及び高さに

ついて成果表を作成

する。 

 

 

 

（留意点） 

① 必要な工種が記載されているか。 

② 施工規模に見合った測定箇所、頻度となっているか。 

③ 不可視部の対応は検討されているか。 

④ 基準にないものの適用は妥当か。（監督員と協議が必要） 

7



４）写真管理 

当該工事の写真管理は、「写真管理基準（案）」等により記述する。 

 

［写真管理計画表記載例］ 

工種 形状寸法 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 摘要 

○○ ○-○○ （施工状況） 

床掘、砕石基礎、 

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 

（出来高管理） 

砕石基礎 

厚さ、幅 

本体 

厚さ、幅、高さ 

 

各施工中 

 

 

締固め後 

 

型枠取外し後 

 

各１回 

№○○ 

 

100mに１回 

№○○ 

 

 

 

（留意事項）（「写真管理基準（案）留意事項」より） 

写真管理基準の「撮影箇所一覧表」の適用について、次の事項に留意する。 

・撮影項目、撮影頻度等が工事内容により不適切な場合は、監督員の指示により追加、削

減するものとする。 

・施工状況等の写真については、ビデオカメラ等の活用ができるものとする。 

・不可視となる出来形部分については、出来形寸法（上墨寸法含む） が確認できるよう、

特に注意して撮影するものとする。 

・撮影箇所がわかりにくい場合には、写真と同時に見取り図等をアルバムに添付する。 

・撮影箇所一覧表に記載のない工種については、監督員の承諾を得て取り扱いを定めるも

のとする。 

 

５）段階確認 

設計図書で定められた段階確認項目についての計画を記述する。 

 

［段階確認（段階確認書）記載例］ 

種別 細別 確認項目 施工予定次期 記事 

○○ ○○ ○○○ ○月○日  

     

 

６）品質証明 

当該工事の中で行う社内検査項目、検査方法、検査段階について記述する。 

 

 

（９）安全管理 

安全管理に必要なそれぞれの責任者や安全管理についての活動方針にいて記述する。 

また、事故発生時における関係機関や被災者宅等への連絡方法や救急病院等についても記述

する。記述が必要な項目は次のとおり。 
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１）工事安全管理対策 

① 安全管理組織（安全協議会の組織等も含む） 

② 危険物を使用する場合は、保管及び取り扱いについて 

③ その他必要事項 

 

２）第三者施設安全管理対策 

家屋、商店、鉄道、ガス、電気、電話、水道等の第三者施設と近接して工事を行う場合

の対策 

 

３）工事安全教育及び訓練についての活動計画 

毎月行う安全教育・訓練の内容を記述する。 

 

[安全教育・訓練計画記載例] 

月 主な活動内容 安全・訓練内容 

1月 準備工、仮設工 当該工事内容等の周知徹底 

避難訓練及び担架の使用方法 

ビデオによる安全教育 

2月 ○○工、××工 作業手順の周知、徹底（現場にて再確認） 

車両系建設機械の危険防止について 

 

 

［ 安全管理組織記載例］ 

事務局安全委員 氏名
機電安全委員 氏名
土木安全委員 氏名
火薬類消費管理者 氏名
火薬類出納官吏者 氏名
自動車安全運行管理者 氏名
安全管理者 氏名
衛生管理者 氏名
安全巡視員 氏名

副安全委員長
氏名

○○安全衛生責任者
（安全委員長）

氏名

 

（留意点） 

① 安全管理組織において、現場パトロールの体制や保安員の明記が必要。 

② 関係法令、指針を参考に記述する。 

③ 作業主任者の配置が必要な作業については、作業名及び作業主任者の氏名等を記述する。 

※ 参考主な法令等（共通仕様書第１編 1-1-33（工事中の安全確保）参照 ） 

・労働安全衛生法 

・土木工事安全施工技術指針 

・建設機械施工安全技術指針 

・建設工事公衆災害防止対策要領 
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［安全管理活動記載例］ 

名称 場所 参加予定者 頻度 

朝礼 現場 現場作業従事者 毎日 

安全巡視 現場 安全巡視員 毎日 

    

 

［危険物記載例］ 

名称 摘要法規 使用予定量 

導火線及び雷管 火薬類取締法 ○○m及び○○個 

ダイナマイト 火薬類取締法 ○○kg 

   

 

 

（10）緊急時の体制及び対応 

大雨、強風等の異常気象又は地震、水質事故、工事事故などが発生した場合に対する組織体

制及び連絡系統を記述する。 

 

１）組織体制 

 

［記載例］ 

災害対策部長 災害対策副部長 情報連絡係 氏名

庶務係 氏名
○○○○係 氏名

氏名

氏名

氏名 氏名 ○○○○係

対策係TEL　FAX TEL　FAX

 

２）連絡系統 

連絡系統図には、下記機関の昼間及び夜間の連絡先について記述する。 

① 発注者関係（ 事務所、出張所等の主任監督員等） 

② 受注者関係（ 本社・支社、現場代理人、監理（ 主任） 技術者等） 

③ 関係機関（ 警察署、消防署、労働基準監督署、救急病院等） 

④ 関係企業（ 電力会社、Ｎ ＴＴ 、上水道、下水道、鉄道、ガス会社等） 

その他、現場状況により関係する機関等の連絡先を明記する。 

 

 

（11）交通管理 

工事に伴う交通処理及び交通対策について共通仕様書第１編 1-1-39（交通安全管理）によ

って記述する。 

迂回路を設ける場合には、迂回路の図面及び安全施設、案内標識の配置図並びに交通整理員

等の配置について記述する。 

また、具体的な保安施設配置計画、市道及び出入口対策、主要材料の搬入・搬出経路、積載

超過運搬防止対策等について記述する。 
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（12）環境対策 

工事現場地域の生活環境の保全と、円滑な工事施工を図ることを目的として、環境保全対策

について関係法令に準拠して次のような項目の対策計画を記述する。 

１）騒音、振動対策 

２）水質汚濁 

３）ゴミ、ほこりの処理 

４）事業損失防止対策（ 家屋調査、地下水観測等） 

５）産業廃棄物の対応 

６）その他 

 

 

（13）現場作業環境の整備 

現場作業環境の整備に関して、次のような項目の計画を記述する。 

 

１）仮設関係 

２）安全関係 

３）営繕関係 

４）イメージアップ対策の内容 

５）その他 

 

 

（14）再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法 

再生資源利用の促進に関する法律に基づき、次のような項目について記述する。 

１）再生資源利用計画書 

２）再生資源利用促進計画書 

３）指定副産物搬出計画（ マニュフェスト等） 

 

 

（15）その他 

その他重要な事項について、必要により記述する。 

１）官公庁への手続き（警察、市町村） 

２）地元への周知 

３）休日 
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第１号様式（森林整備工事用） 

 

所 長 室 長 課 長 主 幹 主 査 監 督 員 

      

 

平成  年  月  日 

 

 

施 工 計 画 書 

 

三重県知事   あて 

 

 

 

受注者氏名             印 

 

 

平成  年度               事業 

 

 

施工計画書について（提出） 

 

 

 

標記について、三重県公共工事共通仕様書第15編第５章5-3-1の規定にもとづき提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受理日  平成  年  月  日 

監督員            印 
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（１）森林整備の概要 

 

年度、事業名   平成  年度                  事業 

 

事業場所 

 

工  期     平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 

 

請負金額     ￥ 

（うち消費税及び地方消費税             円） 

 

    事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）工程表 

※バーチャートによる。 

工程管理は、実施工程表に基づき予定工程曲線を記入し管理する。 

 

 

 

 

（３）現場組織表 

住 所 

事業所   電 話 

ＦＡＸ 

 

 

現場代理人    主任技術者    施工管理 ○○○○ 

○○○○     ○○○○     安全管理 ○○○○ 

                  事 務 係 ○○○○ 

夜間連絡先    ○○○○ 

電話 
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（４）安全管理 

【例】 

森林整備現場内の安全管理については、作業員の労働災害の防止並びに予防すると

ともに、安全対策として下記の組織を構成し、また事故発生時における連絡表を次

に定めます。 

 

総括安全衛生責任者 ○○○○   安全管理者 ○○○○ 

                 衛生管理者 ○○○○ 

 

事故発生時の連絡表 

○○外科 

電話 XXX-XXX-XXXX 

   ○○生活環境部 

電話 XXX-XXX-XXXX   

  現 場   

○○警察 

電話 XXX-XXX-XXXX 

 
 

 ○○労働基準監督署 

電話 XXX-XXX-XXXX   

 

 

（５）主要資材（植栽等の場合） 

 

資 材 名 規 格 単 位 数 量 摘 要 

     

     

     

     

     

 

 

（６）施工管理計画 

 

  イ 工程管理 

 

 

 

 

  ロ 出来形管理 

工 種 測   定   項   目 
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  ハ 品質管理 

項 目 管   理   項   目 

  

  

  

 

 

  ニ 写真管理 

 

 

 

 

 

  ホ 施工方法 

    ※解説 

主要工種について、工事の安全を充分に考慮して、施工順序、施工方法を記述

する。 

その他工事に関連して他工事との関連調整、地元への周知方法苦情に対する処

置方法についても必要に応じて記述する。 

15



【バーチャート作成例】 
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第２号様式 

 

 

支 給 品 受 領 書 

 

 

平成  年  月  日  

 

三 重 県 知 事  あて 

 

 

 

             受注者氏名             

 

 

工事番号 

 

工 事 名 

 

年  月  日工事契約に基づく下記材料を受領しました。 

 

記 

 

品    名 規    格 単位 数  量 摘  要 
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第３号様式 

 

 

支 給 品 精 算 書 

 

 

平成  年  月  日  

 

 

三 重 県 知 事  あて 

 

 

受注者氏名              

 

 

  工事番号 

 

工 事 名 

 

 

年 月 日工事契約に基づく支給品について、下記のとおり精算しました。 

 

記 

 

品 名  規 格 単位 
数  量 

摘 要 
支給数量 使用数量 残数量 

       

       

       

       

       

 

上記の支給精算書は事実に相違ないことを証明する。 

監督員 氏名              
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第４号様式 

 

 

貸 与 品 借 用 書 

 

 

平成  年  月  日  

 

 

三 重 県 知 事  あて 

 

 

 

受注者氏名             

 

 

工事番号 

 

工 事 名 

 

 

年  月  日工事契約に基づく下記物品借用しました。 

 

記 

 

品 名 規 格 単 位 数 量 貸与期間 受領場所 返納場所 貸与条件 
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第５号様式 

 

 

貸 与 品 返 納 書 

 

 

平成  年  月  日  

 

 

三 重 県 知 事  あて 

 

 

 

受注者氏名             

 

 

工事番号 

 

工 事 名 

 

 

年  月  日工事契約に基づく貸与品について下記のとおり返納

します。 

 

記 

 

品 名 規 格 単位 数 量 返納場所 摘 要 
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第６号様式 

 

 

現 場 発 生 品 調 書 

 

 

平成  年  月  日  

 

 

三 重 県 知 事  あて 

 

 

 

受注者氏名             

 

 

工事番号 

 

工 事 名 

 

 

上記工事において下記調書の現場発生品が生じたので納入します。 

 

 

記 

 

品 名 規 格 単位 数 量 摘 要 
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第７号様式 

所 長 室 長  監督員 

    

 

使 用 材 料 確 認 表 
 

                     平成  年  月  日  

 

 監 督 員             あて  

                 現場代理人         印  

 

 

   工事番号  

   工 事 名                            

 

標記工事について、下記の材料の品質を証明する資料を提示（提出）します。 

 

記 

 

材 料 名      品質規格 単位 使用数量 
リサイ
クル認
定製品 

JIS製品 製造メーカー及び 
工場名 備考 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

 
 
（注）JIS 製品については、その製品の品質を証明する書類にかえて、JIS 製品であることを証明

する資料の提示によることができる。 
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第７－１号様式 

所 長 室 長  監督員 

    

 

材 料 確 認 調 書 
 

                     平成  年  月  日  

 

 監 督 員             あて  

                 現場代理人         印  

 

 

   工事番号  

   工 事 名                            

 

標記工事について、下記の材料について確認されたく提出します。 

 

記 

 

材 料 名      品質規格 単位 搬入数量 

確 認 欄           

確認 
年月日 確認方法 合格数量 確認印 備考 
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第８号様式 
年  月  日 

施 工 体 制 台 帳         
  ［会社名］                                    

  ［事業所名］                              

建設業の 

許 可     

許 可 業 種        許 可 番 号        許可（更新）年月日 

工事業 
大臣  特定 
知事  一般 年  月  日 

工事業 
大臣  特定 
知事  一般 年  月  日 

 

工事名称 
及 び     
工事内容 

 

発注者名 
及 び     
住 所     〒 

工 期     
自     年  月  日 

至     年  月  日 
契 約 日     年  月  日 

 

契 約     

営 業 所     

区 分    名 称         住 所         

元請契約   

下請契約   

 

発注者の 

監督員名 
 

権 限 及 び       

意見申出方法 
 

 

監督員名  
権 限 及 び       

意見申出方法 
 

現 場     

代理人名 
 

権 限 及 び       

意見申出方法 
 

監 理     

技術者名 

専 任    

非専任 
資格内容  

専 門     

技術者名 
 

専 門     

技術者名 
 

 

資格内容  

 

資格内容  

担 当     
工事内容  

担 当     
工事内容  

（記入要領）１ 上記の記載事項が発注者との請負契約書や下請負契約書に記載ある場合は、その写しを添付することにより記載を
省略することができる。 

２ 監理技術者の配属状況について「専任・非専任」のいずれかに○印を付けること。 
３ 専門技術者には、土木・建築一式工事を施工する場合等でその工事に含まれる専門工事を施工するために必要な主

任技術者を記載する。 
（監理技術者が専門技術者としての資格を有する場合は専門技術者を兼ねることができる） 

４ 監理技術者及び専門技術者について次のものを添付すること。 
        ①資格を証するものの写し  ②自社従業員である証明書類の写し（従業員証、健康保険証など） 

《下請負人に関する事項》 

会 社 名      代表者名  

住 所     

電話番号 

〒 

                  （℡    －    －     ） 

工事名称 
及 び     
工事内容 

 

工 期     
自     年  月  日 

至     年  月  日 
契 約 日     年  月  日 

 

建設業の 

許 可     

施工に必要な許可業種 許 可 番 号           許可（更新）年月日 

工事業 
大臣  特定 
知事  一般 年  月  日 

工事業 
大臣  特定 
知事  一般 年  月  日 

 

現場代理人名  

 

安全衛生責任者名  

 
権限及び 

意見申出方 
 安全衛生推進者名  

※主任技術者名 
専 任    

非専任 
雇用管理責任者名  

 資 格 内 容       ※専門技術者名  

  

資 格 内 容       

担当工事内容  

 

第   号 

第   号 

第    号 

第    号 

※［主任技術者、専門技術者の記入要領］ 
 
１ 主任技術者の配属状況について［専任・非専任］のいずれ

かに○を付すこと。 
２ 専門技術者には、土木・建築一式工事を施工する場合等で

その工事に含まれる専門工事を施工するために必要な主任技
術者を記載する。 
（一式工事の主任技術者が専門工事の主任技術者としての
資格を有する場合は専門技術者を兼ねることができる。 

  複数の専門工事を施工するために複数の専門技術者を要す
る場合は適宜欄を設けて全員を記載する。                

                           

３ 主任技術者の資格内容（該当するものを選んで記入する。） 
①経験年数による場合 

１）大学卒［指定学科］ ３年以上の実務経験 
２）高校卒［指定学科］ ５年以上の実務経験 
３）その他      １０年以上の実務経験 

②資格等による場合 
１）建設業法［技術検定］ 
２）建築士法［建築士試験］ 
３）技術士法［技術士試験］ 
４）電気工事士法［電気工事士試験］ 
５）電気事業法［電気主任技術者国家試験等］ 
６）消防法［消防設備士試験］ 
７）職業能力開発促進法［技能検定］ 

24



 第 8-1 号様式  

工事作業所災害防止協議会兼施工体系図 
 

発 注 者 名           

 工 期    
自       年  月  日 

 
至       年  月  日 工 事 名 称        

 
元 請 名           

 

工
事

 

会 社 名           

 

工
事

 

会 社 名           

 

工
事

 

会 社 名           

監 督 員 名           安全衛生責任者  安全衛生責任者  安全衛生責任者  

管理技術者名  主 任 技 術 者           主 任 技 術 者           主 任 技 術 者           

専門技術者名  専 門 技 術 者           

 

専 門 技 術 者           

 

専 門 技 術 者           

 担当工事内容   担当工事内容   担当工事内容   担当工事内容  

専門技術者名  工期 年  月  日～ 年  月  日 工期 年  月  日～ 年  月  日 工期 年  月  日～ 年  月  日 

 

工
事

 

会 社 名           

 

工
事

 

会 社 名           

安全衛生責任者  安全衛生責任者  

主 任 技 術 者           主 任 技 術 者           

専 門 技 術 者           

 

専 門 技 術 者           

 担当工事内容   担当工事内容  

工期 年  月  日～ 年  月  日 工期 年  月  日～ 年  月  日 

 

工
事

 

会 社 名           

 

工
事

 
会 社 名           

 

工
事

 

会 社 名           

安全衛生責任者  安全衛生責任者  安全衛生責任者  

主 任 技 術 者           主 任 技 術 者           主 任 技 術 者           

専 門 技 術 者           

 

専 門 技 術 者           

 

専 門 技 術 者           

 担当工事内容   担当工事内容   担当工事内容  

工期 年  月  日～ 年  月  日 工期 年  月  日～ 年  月  日 工期 年  月  日～ 年  月  日 

 

工
事

 

会 社 名           

 

工
事

 

会 社 名           

安全衛生責任者  安全衛生責任者  

主 任 技 術 者           主 任 技 術 者           

専 門 技 術 者           

 

専 門 技 術 者           

 担当工事内容   担当工事内容  

工期 年  月  日～ 年  月  日 工期 年  月  日～ 年  月  日 

 

担当工事内容 

会 長          

副 会 長          

統 括 安 全 衛 生 責 任 者  

元方安全衛生管理者 

書 記     
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《 参 考 》 

 施工体制台帳 第 8-2 号様式（工事担当技術者）                      工事担当技術者台帳  
 

元 請 会 社 名           

 

会 社 名           

 

会 社 名           

 

会 社 名           

 

会 社 名           

監理技術者名           主任技術者名           主任技術者名           主任技術者名           主任技術者名          

生 年 月 日           生 年 月 日           生 年 月 日           生 年 月 日           生 年 月 日           

 
 
 

【写真添付欄】 

専 任 ・非 専 任  専 任 ・非 専 任  専 任 ・非 専 任  専 任 ・非 専 任  

 
 
 

【写真添付欄】 

 
 
 

【写真添付欄】 

 
 
 

【写真添付欄】 

 
 
 

【写真添付欄】 

    

 
会 社 名           

 

会 社 名           

 

会 社 名           

 

会 社 名           

主任技術者名           主任技術者名           主任技術者名           主任技術者名           

生 年 月 日           生 年 月 日           生 年 月 日           生 年 月 日           

専 任 ・非 専 任  専 任 ・非 専 任  専 任 ・非 専 任  専 任 ・非 専 任  

 
 
 

【写真添付欄】 

 
 
 

【写真添付欄】 

 
 
 

【写真添付欄】 

 
 
 

【写真添付欄】 
   

 
会 社 名           

 

会 社 名           

 

会 社 名           

 

会 社 名           

主任技術者名           主任技術者名           主任技術者名           主任技術者名           

生 年 月 日           生 年 月 日           生 年 月 日           生 年 月 日           

専 任 ・非 専 任  専 任 ・非 専 任  専 任 ・非 専 任  専 任 ・非 専 任  

 
 
 

【写真添付欄】 

 
 
 

【写真添付欄】 

 
 
 

【写真添付欄】 

 
 
 

【写真添付欄】 

   

 

【注意事項】 

 

※ 添付する写真は、 

縦  ３cm 

横 2.5cm 

程度の大きさとし、 

顔が判別できるものとする。 

 

※ 番号は、施工体系図の番号 

とする。 

 

※ 本様式は、２部作成し、 

１部保管し、１部提出する。 

ただし、カラーコピーもしくは 

デジタルカメラ写真を印刷 

したものを提出してもよい。 
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第９号様式 

所 長 室 長  監督員  
現 場    
代理人 

主任 
(監理) 
技術者 

    

   

工 事 打 合 簿           

発 議 者        □発 注 者    □受 注 者  発議年月日  平 成   年   月   日  

発 議 事 項        □指示  □協議  □通知  □承諾  □提出  □報告  □その他（     ） 

工 事 番 号         工 事 名         

（内 容 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処

理

・

回

答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発

注

者

 
 
 
 
 
 
 

上 記 について □指 示   □承 諾   □協 議   □提 出   □受 理  

□その他 （                     ）     します。  
 

           平 成   年   月   日   職 ・氏 名  

受

 

注

 

者

 

上 記 について □承 諾   □協 議   □提 出   □報 告   □受 理  

□その他 （                     ）     します。  
 

           平 成   年   月   日   職 ・氏 名  
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第 11号様式 

工事履行状況報告書  

                             平 成   年   月   日   

監 督 員              あて 

                         現 場 代 理 人            印  

      工 事 番 号  
      工 事 名                                   

 

      工 期       平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日  

 

      契 約 金 額                          円   

 

     標記工事について、  月分の工事履行状況報告を提出します。 

 

記 
１． 工程調書 

工 種      設計数量 
工種別出来 

高比率 Ａ 

工種別設計 

換算率 Ｂ 

設計総体に対す

る比率  Ａ×Ｂ 
摘 要     

      

      

      

      

      

      

合 計           

（注） １．工種は、主要工種のみとする。 
２．設計数量の上段に出来高数量を括弧で記載すること。 
３．工種別設計換算率は、請負対象工事費のうち、直接工事費に共通仮設費

を加えたものを１とした率を記載すること。 
４．総合工程表には、計画（点線）実績（実線）を区分して記載すること。 

所  長 室  長  監督員      

    

   ２．工程図表 

       月 

工種
 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

             

             

             

             

             

             

計 
計 画                  

実 績                  
 
   

３．総合工程表 
 

 
            

             
             
             
             
             
             
             
             
             

出来高%/月             
 

１００ 

９０ 

８０ 

７０ 

６０ 

５０ 

４０ 

３０ 

２０ 

１０ 

０ 
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第12号様式 

段 階 確 認 書 段 階 確 認 書 段 階 確 認 書 段 階 確 認 書 

平成  年  月  日  

施 工 予 定 表 
 

下記のとおり施工段階の予定時期を報告します。 

 

工事番号 

   工 事 名                                       現場代理人              印  

 

種   別 細   別 確認時期項目 施工予定時期 記  事 

     

     

     

     

     
 

平成  年  月  日  

通  知  書 
 

下記の種別について、段階確認を行う予定ですので通知します。 

 

監督員                 印  

 

 
 

種   別 細   別 確認時期項目 確認時期予定日 確認実施日等 

     

     

     

     

     

平成  年  月  日  

確   認   書 
 

上記種別について、段階確認を実施しました。 

 

                                          監督員                 印  

 

30



第 13号様式 

 

 

 

工 事 事 故 報 告 書             

 

 

                     平成  年  月  日 

 

監 督 員             あて 

 

                 現場代理人         印 

 

工事番号 

工 事 名                           

 

標記工事について、事故が発生しましたので報告します。 
 

記 
 

商号又は名称  

代 表 者 氏 名  

許  可  番  号 国土交通大臣  知  事  （般  特  －     ）第   号 

営業所所在地  

工  事  箇  所  

事故発生年月日  

事故発生場所         

事 故 の 内 容 

 

※ 事故の原因、状況、内容等について、詳細に記述する。 

 

また、その説明資料として、写真、図面等を添付すること。 

  

所 長 室 長  監督員 
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出 来 形 管 理 表 
 

工事名                                      

発注者名                                     

 

添付資料名  測定結果総括表 測定結果一覧表 出来形品質管理図表 

 

（標準）出来形品質管理図 その他管理資料 

 

受注者（住所）                                  

      （氏名）                  印 

現場代理人氏名                  印 

 

※電子納品する場合、本様式は不要とする。 
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品 質 管 理 表 
 

工事名                                      

発注者名                                     

 

添付資料名  測定結果総括表 測定結果一覧表 出来形品質管理図表 

 

（標準）出来形品質管理図 その他管理資料 

 

受注者（住所）                                  

      （氏名）                  印 

現場代理人氏名                  印 

 

※電子納品する場合、本様式は不要とする。 
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様式１－１

工　種

種　別

測定項目
規 格 値

設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差
平 均 値
最 大 値
最 小 値
最 多 値
データ数
標準偏差

測定項目
規 格 値

設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差
平 均 値
最 大 値
最 小 値
最 多 値
データ数
標準偏差

測定項目
規 格 値

設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差
平 均 値
最 大 値
最 小 値
最 多 値
データ数
標準偏差

測定項目
規 格 値

設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差 設 計 値 実 測 値 差
平 均 値
最 大 値
最 小 値
最 多 値
データ数
標準偏差

　測　定　結　果　総　括　表　
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様式１－２

工　種

種　別 測 定 者
　

測 定 項 目

規　格　値

測点又は区別 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差

測 定 項 目

規　格　値

測点又は区別 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差

　測　定　結　果　一　覧　表　
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様式２

工　種

種　別

測
点

測定項目

規 格 値

測点又は区別

平 均　値

最 大 値

最 小 値

最 多 値

データ数

標準偏差

　出 来 形 品 質 管 理 図 表　

測 定 者

設
計
値
と
の
差

測定項目 測定項目 測定項目

規 格 値 規 格 値 規 格 値

設計値 実測値 差 測点又は区別 設計値 実測値 差 測点又は区別 設計値 実測値 差 測点又は区別 設計値 実測値 差

　注）不要な文字は で消すこと。
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様式42-2

工事名

工種名

測点 温度℃

　アスファルト混合物の敷均し時の温度測定　　

受注者名

測定者

測定月日 気温℃

敷均し時 温度管理図

摘要1
1
0

1
2
0

1
3
0

1
4
0

1
5
0

1
6
0
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様式51-1

工事名 受注者名

工種名 測 定 者

μｍ

1 2 3 4 計

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

μｍ μｍ

　塗 膜 厚 測 定 管 理 表　

ロット番号

測 定 時 点 目標膜厚合計 　

測 定 年 月 測　定　者

測 定 位 置
測　　　定　　　値

X－X ｔ （X－X ｔ）
2

5 平均 X t

合　　計

- -
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様式51-2

μｍ

判定

標準偏差Ｓ ＝

μｍ

平 均 値Ｘ ＝

μｍ ＝

11

10

9

8

7

6

5

4

3

（Ｆ１） 2

1

35.5 36.5 37.5 38.5 39.5 40.5 41.5

　塗　膜　厚　測　定　成　績　表　

ロット番号

測定時点 中塗塗装完了塗膜厚 目標塗装膜厚

平均値Xおよび標準偏差S

５点平均値
の最小値

度　　　数　　　分　　　布

膜厚X１のクラス 中　　央　　値 チ　ェ　ッ　ク 度　　　数　　Ｆ 1

ヒ　ス　ト　グ　ラ　ム

度
　
　
　
　
　
　
数

　塗　　　　　　　　　膜　（X １）
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